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街かどから

～詩吟大会での好成績～
　8月 24日㈰、大阪市内のホテルで、全国吟

し

詠
ぎん

コンクール

予選大阪南地区決選コンクール（日本コロムビア主催）にて、

山脇奈巳さんが出場（青少年の部）し、

準優勝されました。知的障がいを持ち

ながらも、耳で漢詩を暗記し、父親の

武士さんに詩の意味、世界観などを伝

えてもらい、大会に挑んでいます。奈

巳さんは大会の結果にうれしいですと

答え、「来年は優勝し全国大会に出場し

たいです。」とさらに上を目指されます。

安全対策に役立てて！刺股の寄贈
　8月19日㈫、吉川サービスセンター（南恵我之荘）さんから、

刺
さすまた

股 110本を寄贈くださいました。今回の寄贈について、同セ

ンター代表の上野嘉治さ

んは、「事件などが多い世

の中。目立つところに置い

て魔除けとして役立てば。」

と話してくれました。刺股

については、公共施設（学

校）などに配置させていた

だきます。

カラテドリームカップ 2014 国際大会（新極真会主催）

　東京体育館で行われた同大会（ロシアやポーランドなど14カ

国の海外選手も参戦、出場者1,626人）に、市在住や出身など

の3選手が出場。シニア軽量級（40歳～44歳）の部で山下博

司さんが優勝、中村裕輔さんが準優勝。シニア軽量級（55歳～

65歳）の部では中島匡聡さんが準優勝する素晴らしい活躍とな

りました。3人は新極真

会南大阪支部内藤道場

に所属し、内藤隆富師

範と市長室を訪ねてくれ

ました。（8/28撮影）

園内でブドウ狩り
　8月22日㈮、駒ヶ谷幼稚園

のブドウ畑に園児や保護者が

集まり、ブドウの収穫を楽しみ

ました。（約20年前、幼稚園

の移設時に造られたブドウ畑は

30㎡ほどで、棚の高さは園児

が採りやすいようにと130ｃｍ

と低め。）実る時期が遅く、心配されていましたが、ブドウ農

家を営む保護者が見守ったり、園児たちの傘
かさがみ

紙取り付け作業

などのおかげで、無事に約300房のブドウがたわわに実ってく

れました。自分たちが精魂こめて栽培し、背伸びしながらハサ

ミで収穫したブドウは、ひと味ちがうたくさんの思い出がつま

っています。

南河内ブロックこども会スポーツ大会
　8月3日㈰、河南町立総

合運動場で、同スポーツ大会

ソフトボールの部が開催され

ました。市の大会で優勝した

北宮東部グリーンハイツこど

も会と、準優勝の野々上こど

も会が出場。各地域から強

豪が集まる中、北宮東部グリ

ーンハイツこども会が、見事

に準優勝と大健闘しました。

第18 回 市こ連キックベースボール大会結果
　9月7日㈰、羽曳野市

こども会育成連絡協議会

第18回キックベースボ

ール大会が埴生南小学

校にて開催されました。

激闘の末、グリーンハイ

ツこども会が優勝の栄誉

に輝きました。

はびきの軽トラ市出張バージョン（高鷲）
　8月 31日㈰、北宮中部公民館で、コロコロふれあいパーク

で定期開催されている軽トラ市が出張開催されました。旬のイチ

ジクを筆頭に、大起水産の激安市、格安新鮮野菜などを約1,500

人がお買い求めくださいました。また、ステージを設け、子ども

たちのダンスや英雄戦隊コーダイガーショーなども好評でした。

次の出張開催は10/12 ㈰ 9:00 ～ 13:00 近鉄 恵我ノ荘駅前
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　平成25年12月30日生まれ

古市
旦陽ちゃん細田

ほそだ あさひ

1日1日、成長している孫の姿を
見るのが楽しみです！
祖父の義門さん撮影

　平成26年4月1日生まれ
  結斗ちゃん清水

しみず ゆいと

待ちに待った男の子。活発な子に育ってね！

父親の雅一さん撮影

高鷲

　平成25年10月4日生まれ
 陽輝ちゃん植

うえ

陽輝 ＬOVE

 母親の加津美さん撮影

はびきの

　平成23年9月5日生まれ
  伊久磨ちゃん柳澤

やなぎさわ

やさしいお兄ちゃんになってね

母親の由香さん撮影

はびきのはるき い く ま

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.lg.jp

街かどから

～災害から自身を守る技術～
　8月 25日㈪、市民会

館で小学生を対象とした

『夏休み子ども防災教室』

が開催されました。関西

大学の学生で構成され

る、大学公認の「学生団

体KUMC」のメンバー

が講師を務め、ゲームな

どを取り入れた授業で、子どもたちに、いざというとき

に役立つ防災の知識などを分かりやすく解説。最初は緊

張気味だった子どもたちも、学生講師の問題に進んで発

言するなど、活気のある教室となりました。体験型講座

では、家庭にある日常品を使いどのような防災グッズが

作成できるかグループごとに発表しました。「ビニル袋」

は、切ってレインコー

ト代わりに、「ラップ」

は、けがを負ったと

きの止血のために巻

くなど、たくさんの

アイデアが飛び出し

ました。

ゆったり遊べ、もくもく学べる「こどもの家」
　8月18日㈪、羽曳が丘第1

集会所では、夏休みこどもの

家実行委員会の主催で、子ど

もたちが気軽に集える「こども

の家」が期間限定でオープン。

計7日開所し、室内はサポー

ト付きで宿題ができる寺子屋、積
つみ

木
き

や卓球などを楽しむスペー

ス、屋外では木工教室や昆虫採取など、延べ 625人が遊び、

学びました。朝から夕方までマイペースで利用でき、お弁当を持

参で1日楽しむ子どもも。また、「木」を通して学び、自然の大

切さを伝える組織「木
もくいく

育情報ネット」の協力で、環境に着目した

セミナーなど、地球温暖化防止の学習にも力を入れ、日ごろの

節電や節水に心がける目的でエコ日記をつけました。同実行委

員会と同ネットの代

表で建築士の藤田佐

枝子さんは「自分の

未来を守るため、自

然に触れ、その大切

さを知ってもらえれ

ば。」と子どもたちに

期待されました。

〝にぎやか敬老会〟
　9月11日㈭～12日㈮、公共施設 5カ所で敬老会を実施

しました。秋本千波

さんの歌謡ショー、

横山ともや・みちや

さんの漫才、横山ホ

ットブラザーズさ

んの音楽ショーで

盛り上がりました。

竹内街道観光・ＰＲ展
　9月6日㈯～ 7日㈰、大阪阿部野橋駅の東改札前で、竹内街道・

横大路～難波から飛鳥へ日本最古の官道(大道 )～1400年活

性化実行委員会主催の観光・物

産ＰＲ展を実施しました。会場に

は、竹内街道沿線の市町村の特

産品を展示するなど、ＰＲ活動を

行いました。また、各地マスコッ

トキャラクターもたくさん登場し、

会場を盛り上げてくれました。


